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水と緑あふれる 心豊かな 栗の里水と緑あふれる 心豊かな 栗の里
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江
小
の
児
童
が
育
て
た
も
ち

米
が
使
わ
れ
、
山
田
小
の
子
ど

も
達
も
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
か
ら

も
ち
投
げ
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
山
江
村
に
昔
か
ら
受
け

継
が
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
の
発

表
が
行
な
わ
れ
、
山
江
中
学
校

か
ら
は
大
川
内
扇
踊
り
と
尾
寄

崎
棒
踊
り
を
披
露
。
東
浦
地
区

か
ら
は
、
保
存
会
に
よ
る
東
浦

臼
太
鼓
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
保
存
会
で
は
産
業

振
興
ま
つ
り
に
出
場
す
る
た

め
、
一
つ
踊
り
を
増
や
し
披
露

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
文
化
継

承
活
動
が
盛
ん
な
こ
と
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
会
場
に
は
、
海
山
交

流
を
行
な
っ
て
い
る
長
崎
県
対

馬
市
か
ら
も
海
産
物
の
販
売
と

Ｐ
Ｒ
が
行
な
わ
れ
、
山
間
部
で

第30回第30回

や
ま
え
産
業
振
興
ま
つ
り

や
ま
え
産
業
振
興
ま
つ
り

のの

のの恵
み
に

恵
み
に

山山

海海

感
謝
感
謝

　

秋
も
深
ま
る
中
、
11
月
17
日

か
ら
18
日
に
か
け
、
第
30
回
や

ま
え
産
業
振
興
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
17
日
の
農

林
産
物
等
の
出
品
受
付
に
は
、

３
６
９
展
の
出
品
が
あ
り
、
会

場
の
山
江
村
体
育
館
は
多
く
の

出
品
物
が
並
び
、
秋
の
彩
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
生
産
者
が

手
塩
に
か
け
て
育
て
た
出
品
物

は
、
翌
日
の
即
売
会
に
か
け
ら

れ
る
も
の
も
あ
り
、
来
場
者
は

そ
れ
ら
を
手
に
取
り
品
定
め
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
前

日
の
雨
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど

の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
村
内
外
か

ら
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

開
会
式
後
す
ぐ
に
行
な
わ
れ

た
も
ち
投
げ
は
、
山
田
小
と
万

表彰
山林寄付 大平保⑪
絵画寄贈 谷川佐千子③
国民健康保険特定健
康診断受診優良区 第 3区 第 7区 第 12区

球磨拳 優勝 第 2位 第 3位
【 団 体 】 第 11区 第 15区 第 4区
【 個 人 】 米良幸徳④ 田山豊喜⑪ 岩本政利⑪

出品物入賞者
1 等賞 2等賞 3等賞

葉菜類
【 白 菜 】 蕨野三千男⑤ 赤坂蘇農男⑬
【 キ ャ ベ ツ 】 赤坂蘇農男⑬
【 ネ ギ 】 勝原星四郎① 東フジ子⑨
【 ほ う れ ん 草 】 橋本安子⑮ 西健治⑩
【その他の葉菜】 森田俊介⑭ 宮原房子⑧ 中村弘美⑦
根菜類
【 甘 藷 】 谷口光子⑭ 山下和男⑭
【 馬 鈴 薯 】 宮崎美津子⑫
【 し ょ う が 】 迫田ミサエ① 福山洋子⑭
【 里 芋 】 上村新① 桑原富枝⑨
【 山 芋 】 加賀日菜①
【 大 根 】 蕨野三千男⑤ 宮坂勇③ 福本憲一郎⑬
【 ニ ン ジ ン 】 岩山二美⑪ 杉松豊子⑤ 宮原照⑤
雑穀
【 玄 米 】 本田正次⑨
【 小 豆 】 赤坂美都子⑬ 平山サヤカ⑧
【 黒 豆 】 福山洋子⑭
果実
【 栗 】 勝原星四郎① 久保田みな子② 馬氷春記⑭
【 柿 】 吉田勝利③ 森田孝行⑫
【 ゆ ず 】 本田スエ子⑨ 中村祐子④ 岩本すみ子⑧
【その他の果実】 勝本フミカ③ 西ミツヨ⑪
林産物
【 生 椎 茸 】 小﨑健二⑪ 冨岡キミ子⑮
わが家の宝物
【 味 噌 】 石山ヒトエ⑦ 椎葉繁⑭
【 漬 物 】 久保田艶子⑦ 東けさ子⑧ 宮原ヤス子⑧
【ゆずこしょう】 別府共子⑦ 吉村初義③
【 梅 干 】 山本マサ子⑭ 久保田ヨシエ⑫ 西春子②
【 果 実 酒 】 山田信枝⑥ 岩田ギン子① 一二三チズ子⑮
その他
【手芸・工芸品】 該当なし 立石アサエ⑦
【 盆 栽 】 坂口照②
【 蘭 】 丸山昭太⑥ 穴見和光⑨
【 珍 品 】 橋本キヌ子⑮ 山口美津子② 西純生⑬

※敬称略、○内の数字は行政区

は
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
新

鮮
な
海
の
幸
に
来
場
者
は
興
味

を
引
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
産
業
振
興
ま

つ
り
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｎ
ク
マ
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
迫
力
あ
る
シ
ョ
ー

や
、
陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊

の
凛
々
し
い
姿
と
演
奏
に
来
場

者
も
魅
了
さ
れ
、
一
味
違
う
装

い
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
の
芸
能
シ
ョ
ー
で

は
、
美
し
く
そ
し
て
笑
い
も
誘

う
舞
踊
を
見
せ
て
く
れ
た
○

組
（
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
）
＆
Ｊ
ｒ

に
続
き
、
地
元
出
身
で
あ
る
歌

手　

万
江
み
ど
り
さ
ん
の
美
し

い
歌
声
が
会
場
に
響
き
わ
た
り

ま
し
た
。
芸
能
シ
ョ
ー
最
後

を
飾
っ
た
の
は
、『
だ
ん
な
様
』

で
有
名
な
三
船
和
子
さ
ん
。
出

演
と
同
時
に
会
場
は
今
日
一
番

の
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
生
産
者
か
ら
出
展

さ
れ
た
農
林
産
物
や
芸
術
作

品
。
各
種
団
体
か
ら
出
し
て
い

た
だ
い
た
多
く
の
テ
ナ
ン
ト
。

村
内
外
か
ら
多
く
の
提
供
が

あ
っ
た
福
引
大
会
景
品
。
そ
し

て
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
よ

り
産
業
振
興
ま
つ
り
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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話 題 の ひ ろ ば
1111 10

1111 11

46 25

112 3

㈰㈫ ㈭

㈭㈪ ㈯

グリーンで親交を深めて吉川よしひろチェロコンサート 学力育成の研究の成果を

地元の願いを跡地に込めて関係者が工事の無事を祈願 地域づくりについて学ぶ

第22回山江村民ゴルフ大会『くまもと教育の日 inやまえ』 山江中学校学力充実研究発表会

旧山江ごみ処理場跡地整備工事起工式建築工事起工式 地域づくり先進地研修会

　

山
江
村
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
主
催
の
山
江
村
民

ゴ
ル
フ
大
会
が
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
人
吉
コ
ー
ス
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。毎
年
恒
例
の
大
会
に
、今
回

も
熊
本
丸
岡
会
や
遠
く
は
北
九
州
市
か
ら
の
参
加

も
あ
り
、46
名
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
に
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
箱
を
設
け
、

ワ
ン
オ
ン
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
５
０
０
円
が
投

入
さ
れ
、本
村
の
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
山
江
村
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

※
次
は
平
成
25
年
11
月
２
日（
土
）開
催
予
定
。

【
大
会
成
績
】敬
称
略

 

団
体
戦 

優
勝
／
熊
本
丸
岡
会
、準
優
勝
／
第
５

区
、３
位
／
第
４
区 

個
人
戦 

優
勝
／
平
山
辰
也

（
72
・
0
）、準
優
勝
／
森
田
俊
介（
72
・
2
）、３
位
／

西
川
幸
一（
72
・
5
）  

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス 

森
田
俊
介

（
77
）

　

く
ま
も
と
教
育
の
日
に
ち
な

ん
で
、山
江
村
教
育
委
員
会
で
は

チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。山
江
村
体
育
館
を
会
場

に
、村
内
小
学
校
４
年
生
以
上
の

児
童
と
中
学
校
生
徒
及
び
保
護

者
を
含
め
た
地
域
住
民
が
一
堂

に
会
し
、吉き

っ
か
わ川
よ
し
ひ
ろ
氏
の
チ

ェ
ロ
演
奏
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

３
・
11
の
被
災
地
慰
問
や
福
祉
施

設
訪
問
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
ト

ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、「
わ
れ
は

海
の
子
」「
大
き
な
古
時
計
」「
星

め
ぐ
り
の
歌
」な
ど
を
演
奏
さ
れ

最
後
に
、３
校
の
校
歌
を
即
興
演

奏
で
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。秋
深
ま
る
中
、参
加
者
が
心

ひ
と
つ
に
生
演
奏
に
魅
了
さ
れ

た
ひ
と
時
で
し
た
。

　

文
部
科
学
省
指
定「
確
か
な
学

力
の
育
成
に
係
る
実
践
的
調
査

研
究
事
業
」の
研
究
発
表
会
が
山

江
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。山

江
中
学
校
で
は
研
究
主
題
を「
確

か
な
学
力
を
身
に
付
け
、主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
の
育

成
」と
し
て
、２
年
間
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
１
０
０
分
授
業
を
は

じ
め
と
し
た
授
業
改
善
や
授
業

と
家
庭
学
習
の
関
連
を
図
る
工

夫
、中
学
生
熟
議
の
話
し
合
い

活
動
の
充
実
な
ど
の
視
点
で
公

開
授
業
と
研
究
発
表
を
行
い
、

２
６
０
名
の
参
加
者
で
協
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
全
校
生
徒
の

合
唱
で
参
加
者
を
迎
え
、一
生
懸

命
な
歌
声
は
参
加
者
の
胸
を
熱

く
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

公
開
授
業
で
は
生
徒
が
話
を
よ

く
聴
き
、考
え
、話
し
合
う
姿
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
献
身
的

な
協
力
の
も
と
、交
通
案
内
や
受

付
・
接
待
、シ
シ
汁
の
振
る
舞
い

な
ど
が
あ
り
、村
を
あ
げ
て
の
お

も
て
な
し
の
心
で
、山
江
中
学
校

や
山
江
村
の
良
さ
を
県
内
外
に

広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
か
ら
平
成
14
年
ま

で
の
25
年
間
稼
動
し
て
い
た
旧

山
江
ご
み
処
理
場
は
昨
年
9
月

か
ら
解
体
作
業
を
開
始
し
、今
年

の
3
月
に
は
そ
の
作
業
も
終
了

し
ま
し
た
。跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
は
、地
元
の「
ゴ
ミ
処
理
場
解

体
に
伴
う
対
策
委
員
会
」を
中
心

に
協
議
が
な
さ
れ
た
結
果
、当
地

は
、高
齢
者
や
子
ど
も
達
の
憩
い

の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

休
憩
所
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の

整
備
に
決
ま
り
、そ
の
起
工
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、同
日
、

球
磨
人
吉
広
域
行
政
組
合
か
ら

地
元
に
対
し
、地
域
振
興
活
性
化

交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。ご

み
処
理
場
跡
地
整
備
工
事
は
2

月
に
竣
工
予
定
で
す
。

　

万
江
城
内
地
区
の
建
築
現
場
に
て
、
万

江
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
新
築
工

事
並
び
に
万
江
地
区
公
営
住
宅
新
築
工

事
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

建
築
工
事
は
、
本
村
の
課
題
で
あ
る
福

祉
の
向
上
及
び
住
環
境
の
整
備
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
に
つ
い
て
は
、
近

隣
の
地
域
を
含
め
た
万
江
地
区
全
体
の

中
心
的
な
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能
を

持
つ
施
設
。
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
少

子
化
対
策
と
し
て
若
い
世
代
の
人
口
増

加
を
目
的
に
建
築
さ
れ
ま
す
。
本
事
業
は

平
成
24
年
度
に
竣
工
し
、
平
成
25
年
度
よ

り
供
用
開
始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

山
江
村
で
計
画
し
た
地
域
づ
く
り
先

進
地
研
修
に
28
名
が
参
加
し
、
鹿
児
島

県
鹿
屋
市
串
良
に
あ
る
柳
谷
集
落
（
通

称
、
や
ね
だ
ん
）
で
視
察
研
修
を
行
な

い
ま
し
た
。
研
修
先
の
柳
谷
自
治
公
民

館
は
住
民
総
参
加
型
地
域
づ
く
り
を
展

開
さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
注
目
を

浴
び
て
い
る
地
域
で
す
。
地
域
で
生
産

し
た
芋
な
ど
を
加
工
・
販
売
し
て
地
域

の
自
主
財
源
を
確
保
し
た
り
、
地
域

に
お
け
る
組
織
作
り
を
強
化
さ
れ
た
り

と
、
公
民
館
長
で
あ
る
豊
重
氏
の
熱
意

あ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
住
民
の
協
力

で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
振
興

へ
と
つ
な
が
っ
た
手
法
を
学
ぼ
う
と
、

参
加
者
達
は
目
を
輝
か
せ
熱
心
に
研
修

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

1113
㈫

山江村へもち米贈呈

万江小学校
　

万
江
小
学
校
で
は
４
・
５
年
生
を

中
心
に
、授
業
の
一
環
と
し
て
今
年

５
月
か
ら
も
ち
米
作
り
体
験
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。田
ん
ぼ
の
管
理

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
年
部
を
は
じ
め
、地
域

の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
全
校
児
童
で
田
植
え
や
稲
刈
り

を
し
、10
月
に
は
収
穫
作
業
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。児
童
た
ち
が
役
場
を

訪
問
し
、で
き
た
て
の
も
ち
米
の
贈

呈
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。12
月
２
日

（
日
）に
は
、お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
域
の
方
々
を
お
招
き
し
、お
い
し

い
お
も
ち
を
食
べ
て
い
た
だ
く
た

め
、万
江
小
学
校
で
収
穫
祭（
も
ち

つ
き
）が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
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地域包括支援センターだより

Profile日熊正守さん（ひぐま まさもり）
万江川水源の森づくり推進協議会
の会長を務められ、自然保全に向
け活発に活動中。

活動のはじまりは・・・
　水は人々の暮らしに潤いを与える
もの。伐採跡地整備や鳥獣被害など
で山の保水能力の低下に加え、清流
万江川の水量が減少し始めていると
感じ、間伐や植樹などで森林を管理
し、水源の水量を現状維持できたら
という想いからこのボランティア活
動を開始しました。これまでにたく
さんの人たちの協力もあったおかげ
で、この活動を続けてこられました。
これからも・・・
　針葉樹や広葉樹などの植樹や下刈
り作業をし、水源を守りながら、そ
して、景観にも考慮した活動を続け
ていきたいです。

11 月 10 日（土）、150 人の参加
があったやまえ水源の森ボラン
ティア活動では枝打ち体験と 500
本のつつじを丸岡公園に植樹。
活動後のしし汁も最高でした。

成年後見制度をご存知ですか。
　認知症や知的障がい、精神障がいなどにより、物事を判断する能
力が不十分な方の中には、預貯金や不動産などの財産管理や介護
サービス、施設入所などに関する契約締結の必要があっても、自分
でこれらを行う事が難しい場合があります。
　成年後見制度は、このような場合に、本人に代わり、法的に権限
を与えられた成年後見人などが行うことで、本人を保護し、支援す
ることができます。

たとえば、「こんなとき」……

　一人暮らしの母親（80歳）が軽度の認知症
と診断されました。
　訪問販売や振り込め詐欺などの悪質商法に
だまされないか心配なのですが。

⇒

　成年後見人等に与えられた権限によって、本
人が成年後見人等の同意を得ないで結んだ契約
は取り消すこともできるので、悪質商法等のト
ラブルを防ぐことができます。

　最近物忘れがひどく、預貯金の出し入れな
ど金銭管理に自身がありません。また、けが
や病気で必要になったときの手続きも一人で
できるか不安です。

⇒

　本人に代わって、成年後見人等が預貯金や不
動産などの財産の管理、介護サービスなどの利
用時の手続きや契約等をサポートしていきま
す。

　私（61歳）は現在一人暮らしです。将来、
認知症になったらなどと考えると不安になり
ます。
　元気なうちに誰か、信頼できる人に将来の
財産管理等を頼みたいのですが。

⇒

　認知症などで判断能力が不十分になった場合
に備え、財産管理などの法律行為を本人に代わ
って行う人（任意後見人）をあらかじめ決めて
おくことができます。

　すでに成人した娘には、知的障害がありま
す。親の私たちが高齢になって世話ができな
くなったらと心配です。

⇒

　成年後見人等には、親族以外にも法律や福祉
の専門家、社会福祉協議会等の法人などからも
選任することができます。
※利用者本人が未成年の場合は、未成年後見人の制度があ
ります。

なお、ご利用を検討されている場合や詳細については、下記までご相談ください。

水とみどりを守り
ふるさとを守る

協働力

届
け 

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い

活
動
の
功
績
を
称
え

　

10
月
30
日
、
水
資
源
の
保
全
、

汚
染
防
止
、
緑
化
推
進
な
ど
を
実

践
努
力
す
る
団
体
な
ど
に
対
し
贈

ら
れ
る
「
肥
後
の
水
と
み
ど
り
の

愛
護
賞
」
が
万
江
川
水
源
の
森
づ

く
り
推
進
協
議
会
へ
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
村
内
で
は
、
平
成
元
年
度

受
賞
し
た
井
出
ノ
口
清
流
会
と
平

成
12
年
度
受
賞
し
た
万
江
小
学
校

に
続
き
3
団
体
目
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
14
年
11
月
に
発
足
し
た

万
江
川
水
源
の
森
づ
く
り
推
進

協
議
会
は
、
広
く
県
民
に
参
加

を
呼
び
か
け
、
山
江
林
研
ク
ラ

ブ
や
山
江
村
森
林
組
合
の
指
導

の
も
と
、
植
樹
や
間
伐
、
下
刈

り
の
ボ
ア
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
、
今
年
で
10
年
を
迎
え
ま

す
。
山
江
村
の
豊
か
な
緑
と
清

流
を
守
り
、
下
流
に
も
山
里
の

恵
み
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
と

努
力
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は

　

山
江
村
に
は
、
熊
本
県
に
お
け

る
「
昭
和
の
名
水
百
選
」
や
「
平

成
の
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い

る
万
江
川
水
源
や
山
江
養
魚
場
の

湧
水
、
大
川
内
水
源
な
ど
を
は
じ

め
、
清
ら
か
な
水
が
流
れ
出
る
支

流
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

水
は
生
き
る
も
の
全
て
に
対

し
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。

水
の
国
く
ま
も
と
に
住
む
私
た
ち

は
、
こ
の
自
然
を
守
り
、
未
来
の

子
ど
も
達
へ
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
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後
を
絶
た
な
い
飲
酒
運
転

　

平
成
18
年
、
福
岡
市
で
幼
児
３

人
が
死
亡
す
る
飲
酒
運
転
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
悲
惨
な
事

故
は
社
会
問
題
と
な
り
、
翌
年
に

は
法
律
が
改
正
さ
れ
飲
酒
運
転
に

対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
飲
酒
運
転
に
よ
る
事

故
や
検
挙
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

熊
本
県
警
に
よ
る
と
、
県
内
の

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は
平

成
19
年
に
大
幅
に
減
少
し
た
も
の

の
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
飲
酒

運
転
は
依
然
と
し
て
な
く
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
主
な
要
因
に
は
、
自
分
が

事
故
を
起
こ
す
は
ず
が
な
い
と
い

う
「
ひ
と
ご
と
感
覚
」、
少
し
し

か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
と
い
う

「
自
覚
の
欠
如
」、
飲
ん
で
数
時
間

た
っ
た
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
「
ア

ル
コ
ー
ル
が
及
ぼ
す
影
響
に
対
す

る
理
解
不
足
」
の
３
つ
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
飲
酒
運
転
を
な
く
す
た

め
に
は
こ
れ
ら
の
意
識
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

最
近
で
は
、
翌
朝
の
二
日
酔
い

運
転
に
よ
る
検
挙
も
増
え
て
い
ま

す
。「
一
度
寝
た
か
ら
大
丈
夫
」

は
、
本
当
は
大
丈
夫
で
は
な
い
の

で
す
。

自
覚
と
周
囲
の
フ
ォ
ロ
ー
が
鍵

　

飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
人
の

中
に
は
、
事
故
の
悲
惨
さ
や
処
分

の
重
さ
な
ど
を
分
か
っ
て
い
な
が

ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
誰
に
で
も

「
つ
い
…
…
」
と
い
う
こ
と
が
起

こ
り
得
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

社
会
的
信
用
、
仕
事
、
家
族
の
絆

な
ど
た
く
さ
ん
の
も
の
を
失
い
ま

す
。
失
っ
た
も
の
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
多
く
の
努
力
と
長
い
時
間

が
必
要
で
す
。
い
ま
一
度
、
一
人

一
人
が
当
た
り
前
の
こ
と
を
強
く

自
覚
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

全
く
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
で
も

無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭

や
職
場
、
仲
間
同
士
で
声
を
掛
け

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
酒
の
席
で

飲
酒
運
転
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け

た
り
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
を
決
め

た
り
と
、
で
き
る
こ
と
は
身
近
に

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
一
言
が
、

そ
の
飲
酒
運
転
を
止
め
る
鍵
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

その手で守れる
笑顔があります

熊本県市町村広報担当者による飲酒運転根絶特集

 Kumamoto Prefecture Public Relations Associa
tion 合 同特 集

 Special Interview

うんばば中尾
◎Profile　うんばば・なかお
昭和 40 年熊本県生まれ。有限会社赤坂を立ち上げ、イベ
ントの企画・運営を手掛けながら、自らもテレビ番組制作
などで培ったノウハウを生かしキャスター、リポーター、
イベント司会、講演活動などを行う。

熊本県の飲酒運転による事故発生件数・検挙数

さん

お酒を飲むと情報処理能力、注意力、判

断力が低下します。この状態で運転す

ると、運転に必要な「反応」「操作」「発見」

などの要素が欠落してしまい、大きな事故に

つながることになります。死亡

事故率は飲酒なしの場合と比べ

て 8.7 倍です。お酒に強い人も

弱い人も関係なく、このようなリス

クがあることを知ってください。

熊本県警察本部交通企画課

小
お だ

田真
まさよし

功 警部

図１Interview
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を
買
い
に
市
場
へ
車
で
向
か
い
ま

し
た
。
そ
の
途
中
、
信
号
待
ち
で

停
車
し
て
い
た
車
に
追
突
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

実
況
見
分
の

最
中
、
私
か

ら
お
酒
の
に

お
い
が
し
た

私
は
平
成
17
年
に
飲
酒
運
転

で
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
前
日
は
午
後
10
時
頃

ま
で
テ
レ
ビ
番
組
の
打
ち
合
わ

せ
を
兼
ね
て
お
酒
を
飲
み
ま
し

た
。
タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
し
て
寝
た

後
、
午
前
３
時
に
起
き
て
「
も
う

大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
思
い
、
食
材

た
め
飲
酒
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
測

定
の
結
果
酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙

さ
れ
ま
し
た
。

事
故
後
、
私
は
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
企
業
や
放
送

局
か
ら
の
信
用
、
キ
ャ
リ
ア
、
収

入
な
ど
多
く
の
も
の
を
失
い
ま
し

た
。
家
族
に
も
つ
ら
い
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
や
車
に

い
た
ず
ら
を
さ
れ
、
精
神
的
に
不

安
定
に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
は
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
飲
酒
運
転
の
危
険

性
や
そ
の
先
に
あ
る
悲
し
み
に
気

付
い
て
も
ら
お
う
と
講
演
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
減
ら
す
に
は
、

自
分
が
酔
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
運
転
す
る
人
、
お

酒
が
抜
け
た
と
思
い
込
ん
で
運
転

す
る
人
に
し
っ
か
り
と
自
覚
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
当
事
者
だ
け
で
な
く

周
り
の
人
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
酒
を

飲
む
と
き
に
は
職
場
に
車
を
置
い

て
み
ん
な
で
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
、

お
酒
が
残
っ
て
い
な
い
か
家
族
に

息
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

お
酒
が
な
く
な
ら
な
い
限
り

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ

と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
せ
い
で
人
の
夢
や

人
生
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
運

転
は
家
族
、
職
場
、
友
人
同
士
な

ど
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
本
気

で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。
飲
酒
運
転
を
減
ら
す
た
め

に
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、

飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
環
境
を
熊
本
県
か
ら
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
う
ん
ば
ば
中
尾
さ
ん
は
、
飲
酒
運

転
事
故
を
起
こ
し
た
体
験
を
人
に
伝
え
、
そ
の
危
険
性
を
知
ら
せ
る

た
め
に
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
が
自
分
や
周
り
の

人
に
与
え
た
影
響
と
、
防
止
策
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
先
に
あ
る
悲
し
み
に

気
付
い
て
ほ
し
い
―

笑
顔
を
守
る
た
め
に

　「
飲
酒
運
転
は
し
て
は
い
け
な

い
―
」。
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。し
か
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
そ
の
当
た
り
前
の

こ
と
も
分
か
ら
な
く
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も

し
自
分
が
飲
酒
運
転
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
ら
…
…
。
も
し
大

切
な
人
が
飲
酒
運
転
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
た
ら
…
…
。

　
笑
顔
を
守
る
た
め
の
鍵
は
、
自

覚
と
助
け
合
い
で
し
た
。
そ
の
鍵

は
私
た
ち
熊
本
県
民
一
人
一
人
が

握
っ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
県
か
ら
飲
酒
運
転
を
な
く

し
、大
切
な
人
の
「
笑
顔
」
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

厳罰化されたものの、依然として後を絶たない飲酒運
転。なぜ、危険だと分かっている飲酒運転をしてし
まうのでしょうか。お酒を飲む機会が増えるこの時
期に、いま一度飲酒運転について考えてみましょう。

事故
事故発生件数 検挙数

検挙



第 257号　平成 24年 12月号　広報やまえ 10広報やまえ　平成 24年 12月号　第 257号11

子どものインフルエンザ
予防接種費用の助成について

　山江村では、下記のとおり1歳～15歳までの方へのインフ
ルエンザ予防接種（任意接種）費用の助成を行います。

対 象 者　予防接種を受ける日に満１歳以上から中学３年
　　　　　生までの方
負 担 金　償還払い
　　　　　直接医療機関へ予約をし予防接種を受けた後、領
　　　　　収証、母子健康手帳等を持参し役場へ申請すると、
　　　　　1回につき個人負担金から１，０００円を差し引
　　　　　いた金額を償還払いします。

　＊助成金申請時に必要なもの
　　領収証、母子健康手帳、印鑑、振込先の通帳

実施時期　　平成25年３月31日まで
接種回数　　１回または２回
申請・問合せ先　　健康福祉課保健衛生係
　　　　　　　　　☎２４－１７００

7月
※この医療費は国保連合会で精査され、少し遅れて発表され
ます。

山江村
　■県内順位（上位になるほど医療費が高い）

２３位／４５市町村中
　■１人当たり医療費　２７，４９５円

（県平均27,301円の1.01倍）

※数値は一般被保険者のみの医療費から算出

医療費は、国保税から支払われています。医療費が高く

なるほど、国保税も高くなります。

病の早期発見、早期治療により医療費は抑えることがで

きます。健康に配慮した生活を心がけましょう。

26,000  
24,000  

28,000  

32,000  
30,000  

34,000  
36,000  

医療費動向（一人当たり医療費）

山江村

 県平均
 

５月

（円）

６月 ７月

7月
※この費用は国保連合会で精査され、少し遅れて発表され
ます。

山江村
　■県内順位（上位になるほど費用額が高い）

４位／４５市町村中
　■１人当たり費用額　１９４，４５８円

（県平均160,454円の1.21倍）

144,000

164,000

184,000

204,000

224,000

最近の費用額動向（一人当たり費用額）

山江村

 県平均
 

５月

（円）

６月 ７月

介護保険サービスにかかる費用額の21％は第１
号被保険者（65歳以上）の介護保険料でまかな
います。
一日でも長く、自宅で自立した日常生活が営め
るよう予防することが大切です。

介護状態を
防ぎ、自分ら
しく生きいきとした
生活を送るためには、心と体の機能を低下
させないように努めることが大事です。

今回のキーワード

 日記を書く

　前回は頭を動かすことがキーワードでし
たね。その方法の一つとして日記を書くこ
とは、一日の出来事を思い起こすことで脳
を活発にさせます。
　さらに、毎日の記録になるので取り組ん
でみるのもいいですよ。

あなどるな！
インフルエンザは万病の元

　インフルエンザはかぜに比べ、感染力が強く、重症化したり合併症を招きやすい病気です。特に、
抵抗力の弱っている高齢の方は、インフルエンザにかかると肺炎を起こしたり持病が悪化したりす
ることが多く、命を落とすことさえあります。寝たきりにつながることも少なくありません。

★インフルエンザにかからないために★
①人込みを避ける
　ウイルスは、感染した人の咳やくしゃみなどのしぶきに含まれていたり、つり革やドアノブなどさ
まざまな物に付いています。繁華街や混雑した乗り物などの人込みを避けることで、感染を防ぐこと
ができます。
②マスクをつける
　熱・咳・のどの痛みなどの症状がある人には、必ずマスクを着けてもらいましょう。また、そのよ
うな症状の人とどうしても会わなければならないときは、マスクを着けましょう。
③手洗い・うがいを忘れない
・外出後、食事前などに、水と石鹸を使っておよそ30秒、よく手を
洗いましょう。
・洗った後は、自分専用のタオルなどで、水分を十分にふき取りま
しょう。
・外出から帰った後や、のどに不快感や炎症があるときは、うがい
をしましょう。

④体調を万全にする
　食事や睡眠をしっかりとるなど体調を万全にし、抵抗力を高めま
しょう。また持病のある人は、きちんと薬を飲むなど病気の管理を
しっかり行ってください。かかりつけの医師と、流行期の病気の管理について、あらかじめ相談して
おくと良いでしょう。
⑤部屋の湿度を保ち暖かく過ごす
　乾燥と低温を好むウイルスは、湿度や温度が高いと死滅します。加湿器を使ったり、洗濯物を部屋
干しにするなどして、部屋の湿度を 50～ 60％に保ちながら、暖かくして過ごしましょう。定期的に
換気することも忘れずに。

★インフルエンザにかかったと思ったら★
できるだけ早く医師の診察を受ける
　インフルエンザの症状は次のとおりです。症状が出たら 2日以内に医療機関へ行きましょう。
　□周囲でインフルエンザが流行している　　□関節痛や筋肉痛がある
　□３８度以上の急な発熱がある　　　　　　□倦怠感や疲労感が強い
　□悪寒がする　　　　　　　　　　　　　　□頭痛がする

こんにちは保健師です
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出
願
期
間　

【
高
等
学
校
普
通
科
】 

推
薦
入
学　
平
成
25
年
1
月
18
日

（
金
）
〜
1
月
24
日
（
木
）

一般
入
学　

平
成
25
年
1
月
25
日

（
金
）
〜
4
月
30
日
（
火
）

【
生
涯
学
習
通
信
講
座
】
通
年
申

込
受
付

問
合
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

案
内

書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

－

０
６

－

８
８
８
１

　

人
吉
准
看
護
学
院
で
は
、
准

看
護
師
免
許
取
得
を
希
望
す
る

方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

願
書
受
付　
平
成
25
年
1
月
7
日

（
月
）
〜
1
月
11
日
（
金
）

試
験
日　

平
成
25
年
1
月
20
日

（
日
）

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
（
卒

業
見
込
み
）
以
上

試
験
科
目　
（
中
学
校
卒
業
程

度
）
国
語
・
数
学
・
作
文
・

面
接　

※
25
歳
以
上
（一般
常

識
程
度
）
国
語・算
数・作
文・

面
接

問
合
せ　

人
吉
准
看
護
学
院

☎
２
２

－
２
９
６
２

　

人
吉
保
健
所
で
は
、
12
月
1

日
の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
前
後

に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
拡
充
し
て
実
施

し
ま
す
。

　
エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
発
病
し
ま
す
。
Ｈ
Ｉ

Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
免
疫
力
が
低

下
し
、
様
々
な
感
染
症
や
悪
性
の

腫
瘍
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

　

感
染
か
ら
発
病
ま
で
数
年
の

潜
伏
期
が
あ
り
、
感
染
し
て
い
て

も
早
期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
る

こ
と
で
、
発
病
を
予
防
し
た
り
、

遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
大
切
な
人
へ
感
染
を

広
げ
な
い
た
め
に
も
、
一
度
、
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

検
査
は
、
採
血
の
み
で
す
。

問
合
せ　

人
吉
保
健
所

☎
２
２

－
３
１
０
７

　

お
客
様
の
生
活
・
健
康
や
経

済
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、

節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
寒
さ
が

厳
し
く
な
り
電
力
需
要
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
12
月
3
日
（
月
）

か
ら
翌
年
3
月
29
日
（
金
）
ま
で

の
間
（
年
末
年
始
を
除
く
）
の

平
日
8
時
か
ら
21
時
に
お
い
て
、

昨
年
冬
に
お
取
り
組
み
い
た
だ
い

た
相
当
の
節
電
に
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

九
州
電
力
株
式
会
社

准
看
護
師
生
徒
募
集
中
！

無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
が
受
け
ら
れ
ま
す

今
冬
に
お
け
る
節
電
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

制
度
の
ご
案
内
は
Ｈ
Ｐ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

new
-info/kobetu/roudou/

gyousei/rousai/120406-1.
htm
l

問
合
せ　

人
吉
労
働
基
準
監
督

署

☎
２
２

－
５
１
５
１

　

通
信
制
の
高
等
学
校
普
通
科
、

お
よ
び
生
涯
学
習
通
信
講
座
の

生
徒
・
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

information  information 

期
日　

平
成
25
年
１
月
４
日

（
金
）

時
間　

13
時
開
式

場
所　

山
江
村
歴
史
民
俗
資
料

館　

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者　

平
成
４
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で

の
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は
、
11
月
下
旬
に

往
復
ハ
ガ
キ
の
案
内
状
が
届

き
ま
す
。
提
出
期
限
ま
で
に

出
欠
の
有
無
を
返
信
し
て
く

だ
さ
い
。
本
人
が
不
在
の
場

合
は
、
ご
家
族
の
方
が
返
信

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
式
当
日
の
夕
方
に
、

実
行
委
員
会
（
成
人
式
代
表
者
）

主
催
の
同
級
会
も
開
催
予
定
で

す
。

問
合
せ　

山
江
村
教
育
委
員
会

☎
２
３

－

３
６
０
４

　

第
64
回
人
権
週
間
（
12
月
４

日
〜
10
日
）
の
一
環
と
し
て
、

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

期
日　

12
月
５
日
（
水
）

時
間　

９
時
〜
12
時

場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
「
健
康
の
駅
」

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
戸
籍
係

☎
２
３

－

３
９
７
８

　

村
内
で
の
平
成
24
年
就
業
構

造
基
本
調
査
は
、
西
川
内
地
区

の
15
世
帯
を
対
象
と
し
た
調
査

と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
公
表
は
平
成
25

年
の
7
月
末
ま
で
に
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
予
定
で
す
。

問
合
せ　

総
務
課
企
画
政
策
係

☎
２
３

－

３
１
１
１

　

全
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
、
工
業
に
関
す
る
施
策

の
基
礎
資
料
を
作
成
す
る
た

め
、
平
成
24
年
工
業
統
計
調
査

を
12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま

す
。
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
本
年
12
月
か
ら
来
年
1
月

に
か
け
て
調
査
員
が
ご
自
宅
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

調
査
対
象　

製
造
業
に
属
す
る

事
業
所

問
合
せ　

総
務
課
企
画
政
策
係

☎
２
３

－

３
１
１
１

　

現
在
、
農
業
集
落
排
水
に
加

入
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
、
農
業

集
落
排
水
施
設
使
用
料
が
発
生

い
た
し
ま
す
。
こ
の
使
用
料
は
、

世
帯
に
お
住
ま
い
の
方
（
住
民

票
が
あ
る
方
）
の
人
数
に
よ
り

使
用
料
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
進
学
や
施
設
入
所
な
ど

で
長
期
間
家
に
不
在
と
な
る
場

合
は
、
使
用
料
の
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　

減
免
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
建
設
課
ま

で
提
出

問
合
せ　

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
２
３

－

６
４
４
９

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発

症
し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て

石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保

険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ

く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿

を
吸
っ
て
か
ら
長
い
年
月
を
経

て
発
症
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿

業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合

平
成
25
年
山
江
村
成
人
式

の
お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い

就
業
構
造
基
本
調
査
へ
の

お
礼

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用

料
の
減
免
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集
中
！

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補

償
・
救
済
に
つ
い
て

年末年始　人吉球磨クリーンプラザ開場案内

年月 平成２４年１２月 平成２５年１月

日 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

休
場
・
開
場
案
内

開　

場

休　

場

開　

場

休　

場

開　　場
8時30分から 17時 00分まで

12月 29・30日は、
混雑が予想されます。
早めの搬入をお願いしま
す。

休　場

以
降
通
常
通
り
開
場

※１２月２４日は、市町村収集車のみ受け付けます。
※料金は８０円／１０㎏です。（資源物は無料）

20歳になったら国民年金
　国内に居住する 20歳以上 60歳未満のすべて
の人は国民年金に加入し、国民年金の保険料を納
めることとなっています。
　収入などがなく保険料の支払いが困難な場合
は「学生納付特例制度（学生のみ）」、「若年者納
付猶予制度（30歳未満）」などの保険料免除制
度があります。

国民年金（基礎年金）３つのメリット
１、老後を支えます　　老齢基礎年金
２、病気やけがで障害の状態になったときに
　　支えます　　　　　障害基礎年金
３、加入者が亡くなったとき、子のある配偶者や
　　子を支えます　　　遺族基礎年金

世代と世代の支え合いの仲間入り
　公的年金制度は、現役世代が納める保険料で高
齢者の方の年金を負担するという世代を越えた
支え合いが基本です。

※国民年金の手続きでわからないことがありましたら、健
康福祉課福祉係または八代年金事務所までお問い合わせ
ください。
健康福祉課福祉係　☎２３－３９７８
八代年金事務所　　☎０９６５－３５－６１２３

『関西・中部東海丸岡会』開催のお知らせ

～ 参 加 者 募 集 ～
　関西地区及び中部東海地区在住の山江村出身者で
構成される『関西丸岡会』・『中部東海丸岡会』が合
同で開催されます。故郷を想う方々との楽しい交流
ができる機会です。
　つきましては、村内からの参加者を募集しており
ます。参加を希望される方は、産業振興課商工観光
係（☎２３－３１１３）までご連絡ください。

『関西・中部東海丸岡会』

　日時：平成２５年２月１７日（日）正午から
　場所：ホテルアウィーナ大阪
　　　　〒543-0031
　　　　大阪市天王寺区石ヶ辻町19‐2
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図
書だ
室よ

り
　

ク
リ
ス
マ
ス
に
向

け
て
神
様
は
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
を
募

集
し
ま
し
た
。そ
の

中
に
孫
娘
に
会
い

た
く
て一
人
の
お
ば

あ
さ
ん
が
応
募
し

て
き
た
の
で
し
た
。ほ
ん
の
り
と
や
さ
し
い
気
持
ち
に

な
れ
る
絵
本
で
す
。お
ば
あ
さ
ん
の
パ
ワ
フ
ル
さ
に
も

驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ

ブ
、最
も
華
や
か
で

楽
し
い
夜
に
首
都

東
京
を
襲
っ
た
大

停
電
。そ
の
中
で
12

名
の
男
女
が
交
差

す
る
。映
画『
大
停

電
の
夜
に
』の
監
督・
源
孝
志
が
書
下
ろ
し
た
、オ
リ
ジ

ナ
ル
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。甘
い
だ
け
で
な
く
苦
く
て
し
ょ

っ
ぱ
い
小
説
で
す
。

この本オススメ！

※
今
回
は
、ク
リ
ス
マ
ス
に
お
す
す
め
の
本
で

す
。み
な
さ
ま
の
ご
来
室
を
お
ま
ち
し
て
お
り

ま
す
。

『
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
お
ば
あ
さ
ん
』

佐
野　

洋
子　

著

『
大
停
電
の
夜
に
』

源　
　

孝
志　

著

英会話

Chestnut（栗）のYamame（やまめ）と

メリッサ先生

～メリッサ先生のワンポイントレッスン～

今回は、クリスマスにちなんだ会話です

　ハッピーホリディ !!　皆さんが素敵な冬の休暇を過
ごせますように！　体を大切にして、暖かく過ごしてく
ださいね。

　今回のワンポイント！は、「X-mas」です。こ
れは「Chris tmas」の省略形です。日本では
「X’mas」と表現されたりしますが、英語ではそ
のように使いません。また、この「X」は、星や
十字架を表したものとされています。

：It’s cold recently.

：I wonder if it will snow. 

：I hope so! I want a white X-mas. 

：What’s a white X-mas?

：When it snows a lot and everything

　is white.

：That sounds wonderful．

（最近寒くなったよ。）

（雪が降るのかもね。）

（そうだといいな！僕はホワイトクリスマスが希望なんだ。）

（ホワイトクリスマスって何？）

（雪がたくさん降ると、あたり一面が真っ白になるんだ。）

（素敵な感じね。）

イッツ

アイ ワンダー イフイット ス ノ ゥウィル

アイ アイホープ ソー ウォント ホワイト クリスマスア

ワ ッ ツ ホワイト クリスマスア

ウェン イッツ アスノゥズ ロット アンド

イズ ホワイト

エヴリシング

ザット ワ ン ダ フ ルサウンズ

コールド リセ ントリィ

いかがでしたか？来月もお楽しみに！

歯科検診で虫歯のなかったお友達歯科検診で虫歯のなかったお友達
　子どもさんの歯科検診の結果治療しなければならない
虫歯がなかったお子さんです。（治療中の人を除く）歯み
がき､仕上げ磨き、おやつの工夫など親子で頑張りました。
５歳児歯科検診（平成24年10月4日）
　岩本　美榎　(和弘) 11区
　尾方かんな　(恵美) 7区
　加賀　日菜　(徹) 1区
　川辺　万鈴　(英輔) 4区

　中村　太一　(健太) 15区
　村田　翔愛　(恵理加) 9区

　（敬称略・五十音順）
　今回、虫歯があったお子さ
んは早めに治療をしましょう。

訂正とお詫び
　11月号に掲載しました『山江のお財布事情』で、
円グラフの歳入の総額を誤って記載しておりまし
た。正しくは、31億 2,144 万 7,867 円です。訂正
してお詫び申し上げます。

文：人吉球磨環境協議会
絵：球磨工業高校美術部

ほ
北
極
の
白
く
ま
み
ん
な
で

　
　
　
　
　
　
　

救
い
ま
し
ょ
う
。

　

地
球
温
暖
化
は
、気
温
上
昇
だ
け
で
は
な
く
、

異
常
気
象
発
生
や
水
資
源
不
足
に
よ
り
、食
料
生

産
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。こ
の
ま
ま
だ

と
２
１
０
０
年
に
は
、6.4
℃
気
温
が
上
昇
し
、59

㎝
海
面
が
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。私

た
ち
も
何
が
で
き
る
か
真
剣
に
考
え
る
時
期
が

来
て
い
ま
す
。

共同募金実績中間報告
（10月 20日現在）

　10月１日より、皆さまにご協力をお願いしておりま
す赤い羽根共同募金の中間報告をいたします。
　皆さまのご協力に厚くお礼申し上げます。
　なお、お寄せいただいた募金は、熊本県共同募金会へ
送金いたしました。

（募金実績額）
　一般募金　　７４，５００円
　法人募金　　１５，０００円
　職域募金　　８８，１３６円
　個人募金　　　２，６７２円

　合　計　　１８０，３０８円

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
人
権

　
「
結
婚
・
出
産
」
は
男
女
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
、

人
生
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
し
か
し
こ
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
女
性
だ
け
は
働
き
続
け

る
か
仕
事
を
や
め
る
か
と
い
う
選
択
を
迫
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
結
婚
も
出
産
も
、
男
女

ど
ち
ら
に
も
関
係
あ
る
も
の
で
す
が
、
女
性
は

身
体
的
特
徴
か
ら
育
児
を
行
い
や
す
く
、
そ
の

結
果
「
家
庭
を
守
る
＝
女
性
」
と
い
う
固
定
観

念
が
広
ま
っ
た
た
め
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

り
や
す
い
の
で
し
ょ
う
。
自
営
業
や
農
業
は
別

と
し
て
、
現
代
で
も
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
仕

事
と
家
事
・
育
児
と
い
っ
た
考
え
方
が
一
般
的

で
す
。
そ
の
た
め
か
男
性
の
育
児
参
加
も
、「
男

は
仕
事
」「
男
は
強
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
っ
た
固
定
さ
れ
た
意
識
や
、
周
り
の
理
解
が

得
に
く
く
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
男
性
と
女
性
の
間
に
あ
る
役
割
の
固

定
化
を
解
消
し
、
仕
事
を
分
け
合
い
お
互
い
が

よ
り
生
活
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
男
性
も
育

児
休
業
を
取
得
で
き
た
り
、
３
歳
未
満
の
子
ど

も
を
育
て
る
人
の
残
業
を
制
限
で
き
る
と
い
っ

た
政
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
の
慣
習

や
し
き
た
り
だ
け
に
縛
ら
れ
ず
、
お
互
い
が
助

け
あ
え
る
生
活
を
送
れ
る
こ
と
が
、
真
の
男
女

共
同
参
画
で
あ
り
、
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
の
で
す
。

人権の窓

毎週月曜日は毎週月曜日は
ハートブックハートブックデーデー
心広がる読書の日心広がる読書の日
ひとときを　読書でひとときを　読書で
過ごしましょう過ごしましょう

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＝実るほど頭を垂れる稲穂の様子＝

　冬が近づき、朝、布団から出るのが辛くなってきました。つい最近、
こたつを片付けたと思っていたのですが、またこたつが恋しくなってき

ました。寒くなると汗も掻かないので、たまに自転車で通勤します。すれ違う人たちに挨拶を
して、元気な挨拶を返してもらえるだけで、一日の仕事が頑張れるような気がします。自分
も、周りに元気を与えられるような挨拶をしていきたいです。（K・S）
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人口と世帯
平成24年10月31日現在

各課への直通電話がございます。
域内無料電話も同じ番号です。

山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前号との比

総　 務　 課
産 業 振 興 課
農業委員会事務局
税　 務　 課
健康福祉課（福祉・戸籍）
健康福祉課（保健衛生）
地域包括支援センター
会　 計 　室
建　 設　 課
議 会 事 務 局
教 育 委員会
歴 史 資 料 館
ケーブルテレビセンター

23-3111
23-3113
23-3113
23-5692
23-3978
24-1700
23-2232
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665
22-8808

FAX(0966)24-5669［総務課］

人　口　3,734人（－10)

　男　　1,750人（－  7)

　女　　1,984人（－  3)

世帯数　1,242戸（－  1)

つぶやきつぶやき

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
で
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
だ
る
ま
サ
ラ
ダ

そよ風メッセージそよ風メッセージ 村 長 コ ラ ム

万
江
阿
蘇
神
社
の
秋
季
例
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
伝
統
文
化
行
事
の
継
承
〜

①ポテトサラダ作り：玉葱はみじん切りにして、水にさらしておき、じゃ

がいもの皮をむき、塩茹でしてつぶし水切りした玉葱とマヨネーズを加

え混ぜる。

②①を丸くこね頭と胴体を作り、冷蔵庫で少し冷やし固める。

③飾り用の準備：ソーセージは帽子の高さに切り、のりやパプリカで目や

口やボタンを作る。プリッツは適当な長さに折り、手を作る。

④頭と胴体をプリッツを差してくっつけ、③で作った飾りをつける。

じゃがいも／３ヶ　玉葱／1/2ヶ　
マヨネーズ／大さじ４　
飾り用＜ソーセージ／1/2本　パプリカ／適量
　のり／適量　プリッツ(サラダ味)／８本程＞

エネルギー 131kcal　たんぱく質 2.7g　塩分 0.4g
作り方

材料と数量（５ヶ分）

　雪だるまが白くなるように野菜は玉葱し

かいれない。飾りつけは、お好みで。

ポイント

　

晩
秋
の
彩
が
深
ま
っ
た
11
月
10
日
、
里
万

江
地
区
の
氏
神
様
で
あ
る
万
江
阿
蘇
神
社

の
秋
季
例
大
祭
に
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。神
社
境
内
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は
鮮

や
か
な
黄
葉
に
染
ま
り
、
万
江
川
の
清
流
は

と
う
と
う
と
流
れ
、
刈
り
取
ら
れ
た
田
園
や

連
な
る
山
並
み
の
風
景
は
ま
さ
に
日
本
の

ふ
る
さ
と
の
原
点
で
す
。

　

地
域
の
大
切
な
伝
統
文
化
行
事
で
あ
る

秋
祭
り
。立
派
に
改
修
さ
れ
た
神
社
で
の
神

事
、
球
磨
神
楽
の
奉
納
な
ど
の
祭
事
。伝
統

文
化
行
事
の
歴
史
と
重
さ
の
極
み
を
強
く

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。大
切
に
守
り
継
承
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ま
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す

る
も
の
で
す
。

　

秋
の
例
大
祭
は
、
神
社
で
毎
年
行
な
わ
れ

て
い
る
お
祭
り
の
う
ち
最
も
重
要
な
も
の

で
、
秋（
ア
キ
）は
収
穫
の
豊
穣
を
意
味
す
る

古
語
で
あ
り
、
農
作
物
の
豊
作
を
喜
び
、
神

様
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
収
穫
祭
で
す
。さ
ら

に
来
年
の
五
穀
豊
穣
と
氏
子
皆
さ
ま
の
無

病
息
災
な
ど
安
心
な
暮
ら
し
を
祈
願
す
る

祭
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
で
の
伝
統
文
化
行
事
や
神
社
な
ど

の
維
持
管
理
が
大
変
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
昨
今
、大
総
代
、総
代
、氏
子
の
皆
さ
ま

が
一
体
と
な
っ
て
、
氏
神
様
を
守
り
祀
っ
て

い
か
れ
る
お
姿
に
、
里
万
江
地
区
の
皆
さ
ま

の
お
幸
せ
と
発
展
を
心
か
ら
願
っ
た
１
日

で
し
た
。

山
江
村
長
　
横
谷
　
巡




